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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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副会長に就任いたしました｡ 至らない部分を皆様のご意見で埋め

ていただけたらと思います｡ 今後ともよろしくお願いします｡ 今思うことを２つ

１. 有事の教訓を生かす (大震災によせて)

今回ほど､ テレビを見て涙したことはなかった｡ 東日本大震災から三カ月あまり､ 着々と

進む復興の様子がニュースで伝えられる｡ 原発事故への対応､ 停電による交通網の混乱､ ガ

ソリン不足による物資輸送の混乱､ 様々な問題に被災地はもちろんのこと､ 首都圏は意外に

も脆弱だった｡ 民間航空機は成田空港に降りられずに､ 羽田空港に着陸した｡ 有事には何事

にも ｢代替え｣ が必要となる｡ 皮肉にも､ 電話は携帯より公衆電話､ 手書き新聞､ 手書きの

お知らせ､ 通勤に自転車とアナログの ｢代替え｣ が大活躍である｡ 日歯も災害対策本部を立

ち上げ､ 義援金の募集､ 歯ブラシなどの物資援助はもとより､ 身元不明者の確認作業の出動

要請への対応など人的援助も行っている｡ 航空機事故､ 阪神淡路大震災などの有事でのノウ

ハウを蓄積していると思うが､ 被災地に出動した近隣の歯科医師会も蓄積したノウハウを持

つことになる｡ 日歯はその蓄積をいつでも各地区歯科医師会に提供できるシステムづくりを

することが有事の教訓である｡ こうした危機の時こそ､ 組織力が問われる時だ｡ 海外メディ

アも震災後の日本人のモラルや助け合いを高く評価している｡ この災害はやがて歴史となり､

日本の教訓となる｡ 長い長い支援が必要だと思う｡ 日本は負けずに必ず立ち上がる！

２. 条例を追い風にして (フッ化物応用の推進)

昨年の ｢熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条例｣ の制定に伴い､ 県庁の健康づくり推進

課と教育庁体育保健課よる圏域説明会が開催されている｡ 10年以上前には ｢歯科のたわごと｣

程度にしかとらえられなかった ｢フッ化物応用｣ が条例制定を機に一歩前へ進んだ｡ 歯科保

健の住民サービスについては各郡市会の先生方によるところが多く､ 学校はもとより､ 各地

区の教育委員会､ 保護者､ 医師会､ 薬剤師会などにもご理解をいただけなければ､ フッ化物

応用による ｢むし歯削減｣ は成功しないと思う｡ 各郡市会､ 学校歯科医の方々の一丸となっ

た協力なしには ｢普及｣ しないであろう｡ 県歯会としてはバックアップ体制をとっているが､

今後は各地区でのきめ細かい活動がなければ､ 前へは進めない｡ 歯科治療に行けない子供が

増加の傾向にあり､ 家庭環境による ｢健康格差｣ をなくすように､ 今でこそ努力しなければ

ならない｡ また､ フッ化物応用に対して根拠無い反対を声高くいう方もいる｡ しかし､ もの

言わない静かな賛成である多数の保護者の声は届いていない｡ 私たちは専門家として､ 情報

収集を怠らず､ 学術者として堂々と事実にもとづいて､ 良いと思うことに邁進したいと思う｡

先生方の力にかかっております､ よろしくお願いいたします｡
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開 会：宮坂副会長
挨 拶：浦田会長

こんばんは｡ 本日は､ クールビズを実施し
ての最初の理事会となります｡ 早いもので､
５月も終盤に差し掛かり､ 梅雨入りという時
期になりました｡ 体調管理が難しい季節です
が､ 健康に留意の上､ 会務を進めていただき
たいと思います｡ さて､ 東日本大震災におけ
る日歯の被災地支援として､ 義援金について
は､ 日歯広報等でも記載されているとおり､
最も被害の多かった宮城県､ 岩手県､ 福島県
歯科医師会へ､ 一般の方への義援金の送金を
行っています｡ また､ この３県以外の被災し
た県に対しても順次送金を行うこととなって
います｡ 本会においても､ 会員の先生方のご
協力で総額800万円を超える義援金が寄せら
れており､ ５月上旬に第１回目の送金を日歯
に行ったところです｡ そして､ 先般､ 日歯よ
り震災被災されたご遺体の身元確認のための
出動要請があり､ ６名の会員の先生方に５月
28日から６月３日まで宮城県に出向いていた
だくことになりました｡ 協力を申し出ていた
だいた会員の先生方の尊い行動に敬意を払い
たいと思いますし､ また､ 再び被災地への派
遣要請があるかどうかはわかりませんが､ 本
会としても引き続き､ 出来る限りの協力､ 支
援を行って参りたいと思います｡
さらには､ 本日の理事会の報告事項にもあ
りますが､ 海上保安庁より身元確認協力者リ
ストの提出依頼があり､ これについても多数
の会員の先生方に協力していただくことになっ
ています｡
これらのことを通して､ 改めて会員の先生
方の崇高な思いを噛み締めているところです｡
その思いに恥じないように､ これまで以上に
全力を傾注して会務に取り組んで参りたいと
思いますし､ 引き続き理事会の先生方のご協
力をお願いしたいと存じます｡ 本日も慎重審
議を宜しくお願い致します｡

報報 告告
総 務：第２回理事会､ 第３・４回常務理

事会､ 第１回新法人設立検討臨時
委員会､ 九州各県会長会議､ 九地
連協議会､ 九地連総会､ 県角膜・
腎臓バンク協会評議員会､ 歯科保
健事業圏域説明会

学 術：院内感染対策研修会

社会保険：社会保険個別相談会､ 各郡市社会
保険担当者会議､ 保険個別指導､
新規個別指導

地域保健：歯の衛生週間行事 (熊本市)､ 高
齢者よい歯のコンクール審査

広 報： ｢熊歯会報｣ ５月号校正､ ６月号
編集・校正､ 全国健康保険協会ラ
ジオ番組収録､ 本会ウェブサイト
の刷新

学校歯科：県高等学校保健会第１回理事会､
歯の衛生週間 ｢図画､ ポスター､
習字｣ 審査､ 歯科保健事業圏域説
明会､ 県PTA災害見舞金安全会
判定審査委員会

医療対策：医療相談事例報告､ 紛争事例の当
該患者との面談

セ・介護：口腔保健センターカルテ・会計チェッ
ク､ 障がい児 (者) 歯科事業打合
せ

学 院：学院臨床実習場打合会､ 学院役職
員会､ 学院・保健福祉センターと
の打合会､ 九州歯科大学特別講演

国 保：第２回国保理事会
事 業 課：第１回経営セミナー
以上､ ４月25日から５月22日までの総務､

各委員会他の動きについて､ 浦田
会長及び担当各役員より報告がな
された｡

報報 告告そそのの２２
１. 表彰
死亡叙位 従五位 平成23年３月12日
故鬼塚義行会員 (天草郡市)
２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
・支払基金審査委員 任期：平成23年６月１
日～平成25年５月31日
【診療担当者代表】中嶋敬介副会長､ 勇 励

５月25日 (水) 午後７時より県歯会館第１会議室において､ 浦田会長ほか全役員出席のもと
議長を浦田会長､ 議事録署名人を冨屋・大林理事として第３回理事会が開催された｡

クールビズでの理事会
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常務理事､ 西野隆一監事
・国保連合会審査委員 任期：平成23年６月
１日～平成25年５月31日
【保険医代表】前田章二理事､ 工藤晃正会員
・熊本県後発医薬品安全使用・啓発協議会委
員／県薬務衛生課
松岡 拓治常務理事 任期：平成23年４月
１日～平成24年３月31日
・日歯疑義解釈委員会・保険適用検討委員会
委員／日本歯科医師会
前田章二理事 任期：平成23年４月１日～
平成25年３月31日
３. 名義後援使用依頼
・脳卒中リスク無料検査イベント／日本脳卒
中協会･くまもと禁煙推進フォーラム･熊本
市民病院
・第57回熊本有病者歯科医療研究会・講演会
／熊本有病者歯科医療研究会
・熊本スペシャルニーズ歯科研究会第１回研
修会／国立病院熊本医療センター
・第17回熊本県国保地域医療学会／熊本県国
保地域医療学会
・第51回熊本県学校保健研究協議大会／熊本
県学校保健会
４. 役職員の緊急連絡網
役員の緊急連絡網を整備したので､ 各自で
確認の上､ 緊急時に機能するように備えてお
いてほしい｡
５. 事務局担当業務 (本会・学院)
事務局職員の担当業務についての報告がな
された｡ また､ 事務局長より､ 業務指示につ
いては､ 担当職員に直接行っていただくよう
にとの要請がなされた｡
６. クールビスの実施時期
実施期間は例年より前後に１ヶ月延長し､
５月より10月末日まで実施する｡
７. 熊本海上保安部より身元確認協力者リス
トの提出依頼
海上保安庁より､ 海上における身元不明確
認協力依頼者リストの提出依頼があり､ 本日
現在13名の会員より協力の申し出があってい
る｡
８. 抗血栓療法患者の抜歯に関するガイドラ
インの会員配布
５月末のニュースレター発送の際に全会員
へ配布する｡
９. 有限会社ケイ・デー・エム・ユー取締役
の登記完了 (H23.4.26付)
・代表取締役 中嶋 敬介 (再任)
・取締役 八木 義博 (新任)
10. 平成23年度在宅歯科医療連携室整備事業
モデル事業ということで八代地区､ 山鹿地
区で進めていたが､ 八代地区は八代歯科医師
会において事業を行わない旨の決定がなされ
た為､ 今年度は予算を縮小の上､ 山鹿地区の
みで検討をしていくことになっている｡
また､ 同事業については､ ６月18日に開催
される各郡市会長・専務連絡協議会において
も報告事項とする｡
11. 委員会事業企画
・社会保険委員会

○ ｢個別指導後結果報告｣
12. 事業実施報告
・社会保険委員会
○ ｢(個別指導対策) 社会保険説明会｣
・開催日：平成23年４月30日 (土) 午後４
時～６時30分

13. 東日本大震災ご遺体身元確認出動
３月16日に会員に身元確認のための現地へ
の出動について協力者を募ったところ28名の
応募があっており､ 今回の日歯からの出動要
請に対して､ そのうち12名の会員より協力可
能との回答をいただいた｡ 日歯からの出動要
請は６名と限定されているため､ 常務理事会
で協議の上､ 申し出をいただいた順に６名の
会員を選出し､ 協力をお願いすることとなっ
た｡
14. 各会計４月末現況
15. ６月行事予定表
16. その他

協協 議議
１. 新入会員の承認 (承認)
一般会員１名､ 親子会員１名､ 特別会員１
名の入会を承認した｡
２. 各郡市歯科医師会会長・専務理事連絡会
議の報告・協議 (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 口腔保健センター
の運営については､ 経営の現状と本会の方針
を報告するとともに､ 各郡市歯科医師会に口
腔保健センターのあり方について意見を請う
こととした｡
３. 第62回全国学校歯科医協議会の開催会場
(承認)
KKRホテル熊本に決定した｡
４. 第65回九州歯科医学大会の講師 (承認)
｢歯の欠損から始まる病気のドミノ｣ の武

田孝之先生､ 林揚春先生を講師の第１候補と
して､ 準備を進めることとした｡
５. 九州口腔衛生学会総会の担当委員会と今
後の対応 (承認)
担当委員会を地域保健委員会とし､ 今後は
担当委員会並びに宮坂副会長､ 渡辺専務理事､
八木常務理事により対応していくこととした｡
６. 定期健康診断業務委託契約書 (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 熊本市歯科医師
会の申し出により､ 当初の検査内容に慢性腎
臓病検査が追加されたが､ 委託金額に変更が
ないことが併せて報告された｡ また､ ヘルス
ケアセンターにおいて､ 慢性腎臓病に関する
チラシを作成し､ 配布することが紹介された｡
７. その他
○年間行事予定表について (渡辺専務理事)
年間行事予定のテーマ､ 行事内容について､
再度担当理事､ 担当職員とで見直すこととし､
その期限を５月末日とすることとした｡ なお､
同資料は､ ６月18日に開催される会長・専務
連絡協議会において報告資料として提出する｡
監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：小島副会長

(広報 加藤 久雄)



会 長

浦田 健二
(宇土郡市)

副会長
社会保険

ＫＤＭＵ
中嶋 敬介
(天草郡市)

副会長 学術

医療対策

警察歯科医会

小島 博文
(熊本市)

常務理事
社会保険

広報
勇 励
(宇土郡市)

理 事

社会保険前田 章二
(八代)

理 事

医療対策冨屋 栄祐
(下益城郡)

理 事

学校歯科大林 裕明
(玉名郡市)

理 事

地域保健田上 大輔
(阿蘇郡市)

常務理事 会計

財産管理

総務・厚生

八木 義博
(宇土郡市)

専務理事

総括渡辺 賢治
(下益城郡)

常務理事
学院

センター・介護
松岡 拓治
(菊池郡市)

副会長 地域保健

学校歯科

高等学校保健会

宮坂 圭太
(山鹿市)

理 事

広報加藤 久雄
(熊本市)

理 事

センター・介護松本 信久
(天草郡市)
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理 事

総務・厚生牛島 隆
(熊本市)

理 事

学術椿 誠
(熊本市)
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監 事

西野 隆一
(熊本市)

監 事

片山 公則
(阿蘇郡市)

監 事

熊本県歯科医師会のホームページをリニューアルしました!!
① メールニュース配信を希望される方は､ 登録と解除が出来ます｡
② 本会のすべての事業に関するご意見､ ご質問､ ご要望がメールにて投稿できます｡
③ 会長への手紙ならびに県歯会員何でも相談窓口(事務局直行便)がメールにて利用できます｡
④ 本会で行われている事業の企画書､ 報告書が閲覧できます｡
⑤ ｢歯及び口腔の健康づくり推進条例｣ 関連の閲覧ができます｡

・フッ化物応用に関する基本的な考え方 ・フッ化物洗口実施マニュアル
⑥ 平成23年度理事会の議事録 (第１～３回) が閲覧できます｡
⑦ 県歯への各種届出様式・書類のダウンロードができます｡
⑧ 安心・安全歯科医療推進制度の手引きが閲覧できます｡
この制度に関するすべての申告書・依頼書がダウンロードできます｡

⑨ ＣＴ撮影依頼の手引きが閲覧できます｡
この制度に関するすべての申告書・依頼書がダウンロードできます｡

⑩ 学術⇒パネル ｢お口の健康を守るには・・ (４) かみ合わせ編
バックナンバーの閲覧が出来ます｡

⑪ 社会保険⇒社保委員会で作成された小冊子の閲覧が出来ます｡
⇒レセプトオンライン化に関する過去の資料が閲覧できます｡

⑫ 地域保健⇒8020をめざしてのバックナンバーが閲覧できます｡
⑬ 総務・厚生⇒厚生管理だよりのバックナンバーが閲覧できます｡
⑭ 広報⇒ニュースレターのバックナンバーが閲覧できます｡

⇒会報掲載の学術レポートの最新版がカラーで閲覧できます｡
⑮ 学校歯科委員会のウェブサイトが閲覧できます｡
⑯ 国保組合⇒各種申請書書類一覧が閲覧､ ダウンロードできます｡

15日､ 30日付でお送りしている発送物を､ 今月分より会員専用ページで閲覧できるよう
にする予定です｡ (各委員会の発送物は委員会ページ)

今後､ さらに会員の皆様が利用しやすい会員専用ページとするために工夫を重ねて行きた
いと思います｡ ホームページに関してご意見があれば､ 事務局 (広報担当 緒方) までお寄
せ下さい｡ よろしくお願いします｡

�� � � � � � � � � � � � � � � � � ����������������������
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★委員会紹介
その１

理事の抱負
前期は､ 会長のマニフェストの一つの ｢経
営の安定｣ に取り組みましたが､ なかなか実
現には至りませんでした｡ 今期は､ 委員会の
人数を増やしていただき､ ｢点数アップ｣ ｢地
域連携｣ ｢指導対策｣ を柱に､ 各郡市に密着
した細かい配慮をしていきたいと思っており
ます｡

―平成23年度事業計画―
１. 関係諸機関との連絡､ 協議
２. 審査委員会連絡協議会の開催
３. 社保個別相談会の開催
４. 社会保険ファイル等の発行
５. 保険請求110番の推進
６. 高齢者､ 新入会員研修会の開催
７. 他委員会との合同研修会の開催
８. 歯科医療保険の研究

９. 各郡市社保説明会の開催
10. 各郡市社保担当者会議の開催
11. 平成24年度点数改定説明会の開催

社会保険委員会 (理事 前田章二)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 田 中 文 丸 荒 尾 市
副委員長 清 水 雅 英 人 吉 市
副委員長 反 後 雅 博 熊 本 市
副委員長 渡 辺 洋 熊 本 市

委 員

中 村 悟 菊池郡市
宇 治 寿 隆 熊 本 市
金 本 良 久 熊 本 市
桐 野 美 孝 玉名郡市
橋 本 英 樹 山 鹿 市
隈 井 隆 弘 阿蘇郡市
中 村 直 寿 天草郡市
野 田 和 宏 上益城郡

―平成23年度事業計画―
１. 障がい者歯科診療 (口腔センター) の運

営
２. 障がい者関連医療機関等との連携､ 協力
３. 障がい者､ 要介護者歯科診療研修会の実

施
４. 高齢者福祉医療関連の情報収集と発信
５. 介護保険への対応

理事の抱負
この度センター・介護委員会を担当させて
いただくことになりました｡ 障害をお持ちの
方に対する対応と介護保険を含めた在宅診療
に対する２つの分野を担当いたします｡ 口腔
保健センターでは高齢化社会を反映し､ 利用
者にも嚥下障害をお持ちの高齢の方もお見受
けするようになりました｡ 口腔保健センター
の運営に関しましては会員のみなさまのご意
見をお聞きし､ 至急方向性を決めていきたい
と思います｡ よろしくお願いいたします｡

センター・介護委員会 (理事 松本信久)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 平 井 淳 也 山 鹿 市
副委員長 堀 尾 愼一郎 熊 本 市

委 員

今 藤 ひとみ 人 吉 市
井 手 裕 二 熊 本 市
山 田 貴 之 八 代
青 砥 圭 吾 天草郡市
五 島 嘉 人 熊 本 市

�����������������������������������������������
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理事の抱負
医療対策委員会は､ 会員の先生方の医療行
為中に発生した事故の事後処理と医事紛争進
展への予防を目的とした委員会であります｡
当委員会は､ その目的達成の為
(１) 事故の調査及びその予防対策
(２) 相手方との解決に向けての交渉
(３) 調停や裁判における助言・協力
(４) 保険会社及び顧問弁護士との協議
等の業務を委員会委員全員で協力して行って
まいります｡
この業務を先生方全員にご満足頂ける物に
する為には､ 発生した事例の当該先生は勿論､
会員の先生方全員の御協力が不可欠でござい
ます｡
当委員会の活動方針の根幹には､ ｢是は是､
非は非｣ という大前提があります｡ それは､
一部の不心得な会員の為に他の大多数の善良
で真面目に医療に向き合っている会員の生活
を危機にさらす事は許されないとの思いに根

医療対策委員会 (理事 冨屋栄祐) ざしております｡
会員の先生方の為の委員会ではございます
が､ 何が会員全体の為になる事なのかを大局
的にとらえ､ 今期の委員会活動の指針とする
つもりで御座います｡
会員の先生方の御協力を宜しくお願い申し
上げます｡
なお､ この場をお借りいたしまして､ 前医
療対策委員会､ 片山幸博理事のご功績と御苦
労に敬意を表しますとともに､ 全会員を代表
させて頂きまして､ 心からお礼を申し上げる
次第です｡

―平成23年度事業計画―
１. 医療事故､ 苦情への対応と処理
２. 安心・安全歯科医療推進制度の運営
３. 医療事故トラブル予防対策講演会開催
４. 関係諸機関との連携､ 協議
５. 各郡市歯科医師会医療相談苦情対応の後

方支援
６. 医療安全管理の推進

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 岡 田 長 久 八 代
副委員長 永 松 聖 隆 熊 本 市

委 員

原 田 秀一郎 菊池郡市
犬 束 美 尚 玉名郡市
温 永 智 山 鹿 市
大 川 智 弘 熊 本 市
我那覇 生 純 阿蘇郡市
徳 丸 恵 介 熊 本 市

理事の抱負
従来の地域保健委員会の役割は下記に記す
①及び②です｡
①歯・口の衛生に関する知識等の普及啓発に
より､ 県民の歯科疾患予防に関する適切な習
慣定着と早期発見・早期治療等の徹底による
歯の寿命を延伸し､ 県民の健康の保持増進に
寄与する｡
②公衆衛生活動・地域歯科保健活動の一環と
して各種の事業を行い､ 歯科医師会の社会性
と生活を支える歯科医療を対外的にアピール
する｡
今後の地域保健委員会の重要な役割 (目的)
として③を追加し､ ｢地域保健委員会｣ から

｢地域保健医療委員会｣ へ進化したいと考え
ています｡
③郡市における歯科医療のパイを拡大するた
めの手段の一つとして､ 地域歯科保健活動を
展開する｡
どうぞ､ 今期もよろしくお願い致します｡

―平成23年度事業計画―
１. 8020達成事業の推進
２. 医療制度改革への対応
３. 熊本県健康増進計画関連事業の推進
４. 産業歯科保健活動の推進
５. 各郡市地域歯科保健活動との連携推進強

化
６. 熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条例

への対応

地域保健委員会 (理事 田上大輔)

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 川 瀬 博 美 下益城郡
副委員長 小 田 哲 也 天草郡市

委 員

城 敦 哉 菊池郡市
赤 尾 浩 彦 阿蘇郡市
二 宮 健 郎 熊 本 市
宮 本 名留彦 八 代
伊 藤 延 隆 水俣･芦北郡市

�����������������������������������������������
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理事の抱負
総務と厚生が統合された新しい委員会の担

当を仰せつかりました｡ この委員会はすべて

の事業が円滑に進行するサポート役を担い､

先生方のためになる厚生事業を検討します｡

所管は多岐にわたりますが､ 重点項目として､

公益法人制度改革に伴う定款 (案)､ 諸規則

(案) の検討､ 共済互助制度の問題等､ しっ

かりと準備をします｡ 今期は女性委員２名が

在籍し女性会員の目線でも､ より良い会にす

るための事業を考えていきたいと思います｡

総務・厚生委員会 (理事 牛島 隆) ―平成23年度総務・厚生関係事業計画―
１. 総務の事業計画に関する事項

２. 経理に関する事項

３. 定款諸規則等の改正に関する事項

４. 渉外及び行政との交渉に関する事項

５. 職員及び会館・備品に関する事項

６. 調査・ITに関する事項

７. 会員健康管理の充実

８. 高齢会員慶祝行事の実施

９. 厚生関係情報の収集と会員への伝達

10. 関係諸機関との連絡､ 協議

11. 厚生関係講演会の開催

12. 共済互助に関する諸問題の検討と対策

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 池 嶋 由 希 熊 本 市
副委員長 堀 田 浩 史 熊 本 市

委 員

宮 井 祐 八 代
小 林 聡 山 鹿 市
長 山 千 帆 宇土郡市
三 隅 賢 祐 熊 本 市

理事の抱負

この度学術担当理事をさせて頂く事に成り

ました椿と申します｡ 浦田執行部の中でずば

抜けて若く､ 自分でも今ひとつピンと来ませ

んが､ 理事職を受けた以上は､ 歯科医師会会

員の若者代表として良くも悪くも先輩方と意

見交換を行い歯科業界が少しずつでも上昇出

来ますよう頑張って行きたいと思いますので､

会員の先生方のご指導ご鞭撻のほど宜しくお

願い致します｡

また､ 学術講演会も基本となるものから新

しいものまで､ バランスよく行って行きたい

と思いますので､ 先生方の多数のご参加を宜

しくお願い致します｡

日本の景気回復の為に､ 東日本の分まで 『や

る気と根性』 で頑張りましょう｡

―平成23年度事業計画―

１. 学術研修 ｢Back to the Basic｣ 推進事

業

２. 生涯研修事業への対応・会員支援

３. 先進歯科医療の情報収集及び提供

４. デンタルスタッフ対象スキルアップ講演

会の開催

５. 安心・安全歯科医療推進制度に係る講演

会 (救急救命等) の開催

６. 医科と学術連携推進

７. 他委員会との合同研修会

８. 各郡市歯科医師会､ スタディグループ､

九州各県歯科医師会との学術連携推進

９. 診療・経営支援に役立つ情報等の提供

学術委員会 (理事 椿 誠)

�����������������������������������������������

役 職 氏 名 所属郡市
委 員 長 添 島 義 樹 熊 本 市
副委員長 井 上 裕 邦 八 代

委 員

城 井 かおり 玉名郡市
堀 川 正 熊 本 市
園 木 誠 菊池郡市
有 働 秀 一 熊 本 市
馬 場 一 英 荒 尾 市
片 山 晃 紀 熊 本 市
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３月11日に発生した東日本大震災により多くの方が亡くなられ､ ご遺体の身元確
認をしていただける歯科医師の派遣要請が､ 日本歯科医師会よりあった｡ これを受
けて３月16日本県会員の先生方に出動について協力者を募ったところ28名の応募が
あり､ 日歯にそのリストが提出された｡ ５月19日､ 日歯より出動要請 (６名限定)
があったため28名の会員の先生方に出動できるかの問合せした結果､ 12名の会員よ
り協力できる旨の回答が得られた｡ 日歯からの出動要請は６名と限定されていたた
め､ 12名より申し出をいただいた順に６名の会員を選出し､ 下記６名が出動される
こととなった｡ ５月28日 (土) より６月３日 (金) まで現地 (宮城県) へ出動され
てきたことをここにご報告いたします｡

ご遺体身元確認出動者 (東日本大震災)

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名のののののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員がががががががががががががががががががががががが現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地 ((((((((((((((((((((((((宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県)))))))))))))))))))))))) にににににににににににににににににににににににに出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動報 告

(広報 加藤 久雄)

リーダー
責任者 伊藤 明彦(菊池郡市) 責任者 大部 彰義(阿蘇郡市) 責任者 松田 光正(天草郡市)

矢毛石睦男(上益城) 角岡 秀昭 (熊本市) 内� 祐一(天草郡市)
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５月７日 (土) 午後４時より県歯会館にお
いて ｢平成23年度 各郡市社会保険担当者会
議｣ が､ 県歯役員・県歯社保委員・各郡市社
保担当者､ 30名の出席のもと開催された｡
渡辺副委員長の司会進行により､ 自己紹介
が行われた後､ 浦田会長より挨拶があった｡
挨拶では､ ３月11日の東日本大震災への県歯
科医師会としての対応､ 平成24年度点数改定
について主に話があった｡ その後､ 中嶋副会
長を座長に選出し､ 会議は進行した｡

報告
＜勇常務理事＞
① レセプトオンライン化のメリット､ デメ
リット
② ５月１日からの､ 明細書発行に関する院
内掲示の義務化について
＜清水副委員長＞
① 委員会活動予定について
・会員向け発行物に関しては今まで通り３
種類 ｢社会保険ファイルⅡ・社保Q&A・
保険請求のヒントⅡ｣ を発行し内容を充
実させること｡
・個別相談会を毎月行うこと｡
・個別指導対象医療機関への対応として､
希望があれば､ 相談会を行うこと｡
・新たな取組みとして､ ｢ニューフェイス
研修会｣､ ｢歯科衛生士向け説明会｣ を企
画していること｡

② ｢保険請求110番｣ 連絡網の充実と活用
に関して｡

＜前田理事＞
各郡市の事前質問への回答
・ ｢保険診療ハンドブックへの交付文書の
記載例の追加｣ や､ ｢個別指導について｣､
｢審査､ 指導の情報公開｣､ ｢SPTに関し
て｣､ ｢県歯社保委員と各郡市との連携強
化｣ etc.に対する回答｡

以上の報告があった｡

協議
地域との連携強化､ 個別指導について協議
された｡
① 地域との連携強化
・各郡市担当制の導入､ 連絡網の強化
・各郡市の意見の把握
ａ) 各郡市への委員会報告書の充実
ｂ) タウンミィーティング時に､ 希望が
あれば個別相談会の開催

② 個別指導
・個別指導対象医療機関研修会の充実
・指導後報告書の作成
・個別相談会の活用､ 対象医療機関への対
応
報告事項・協議事項を通して､ 各郡市社保
担当者より保険請求の審査に関することや､
指導に関すること｡ また､ 県歯社保委員会の
活動に関するいろいろな意見や要望が出され､
予定時間では足りないほど充実した会議であっ
た｡ 今回の意見を ｢会員目線での社保委員会
の運営｣ の為に活用していきたいと考えている｡
会議終了後は懇親会へと場所を移し､ さら
なる情報や意見交換を行い､ 県歯社保委員会
と各郡市担当者との懇親を深めた｡

(社会保険 隈井 隆弘)

������������ 各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市とととととととととととととととととととととととと県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯のののののののののののののののののののののののの連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化ををををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててて
―各郡市社会保険担当者会議―�� �� ���

時間が足りないほど充実した会議に

次期改定について説明される浦田会長
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雲ひとつない晴天の日､ ４月９日 (土) に

第48期の新入生を迎える熊本歯科衛生士専門

学院の入学式が行われた｡ 厳かな雰囲気のな

か､ 第48期生48人は伊藤学院長から入学の許

可をいただき､ はれて入学の運びとなった｡

学院長､ 浦田会長をはじめとする新入生を

迎える言葉にもあったが､ 歯科界の現状は医

学的にも社会的にも多種多様となっている｡

口腔における疾病は多様化し､ 高齢者社会を

迎えて､ 要介護者や有病者への口腔ケアの必

要性は増している｡ 全身的疾患の関係で､ 心

身ともに患者さんへの対応も困難となってい

る｡ このような状況で歯科衛生士として歯科

医学を学ぶことはますます重要となっている｡

学院の３年制への移行などはこれに対応する

ものとなる｡

48名の新入生はこれから３年間､ たゆまぬ

努力で知識を獲得し人間性を磨くこととなる｡

歯科衛生士として将来の夢を持って入学され

たが､ その夢を大きく育て実現することは彼

女たちの努力だけではなく､ われわれ歯科界

に関わる者たちの責務でもある｡ 社会に出て

活躍する４年後に､ 歯科衛生士としてやりが

いのあるものとなるように､ これからの歯科

界を導かなくてはならない｡

新入生たちも学問だけではなくその他いろ

いろな経験を積みながら､ 楽しく充実した学

院生としての生活を送っていただきたいと思

う｡

(歯科衛生士専門学院 松岡 拓治)

―熊本歯科衛生士専門学院入学式―

������������
新入生を代表して

����� �������



―春季joint講演会―

熊歯会報 Ｈ.23.６

14

�������
４月20日菊池市の企業

(株) コッコファームの松
岡義博氏を講師に迎え 『地
域はひとつ 思いをかたち
へ』 と言う演題で講演会が
開催された｡

今回は荒木会長のもと新しい執行体制とな
り､ 従来の縦割り事業からより有機的な会員
にとって役立つ事業として初めての試みであ
る学術と総務委員会のJOINT企画の実現で
あった｡ 講師は今やTVでもおなじみになっ
た感のある菊池地域の有名企業 (株) コッコ
ファームの会長にこれまでそしてこれからの
夢や感動したことや迷いなどを体験談も交え
話していただいた｡ 企業としての冷静な自己
分析と反省改善実行の意思､ そして遂行力な
ど異業種ではあるが同じ経営者と言う立場か

ら共感をもって聴講できた｡
講演会での内容は､ これまでのターニング
ポイントとなった経緯やその時の考えや時代
背景と将来設計は新鮮で､ 歯科医院経営での
目的意識と展望を異業種の観点からはっきり
意識した歯科医院づくりを目指すきっかけと
なった講演会であった｡ (園木 誠)

菊池

経営も大切

期待が高まるところであろう｡
また閉会後､ 荒尾市民病院救急科松園幸雅
部長兼ICU部長により､ ｢東北地方太平洋沖
地震による被害の状況について｣ という演題
で研修会も開催され､ 実際東北地方の被災者
の支援を行ってこられた先生のお話は報道で
しか情報が入らない私たちにとって想像以上
にまだ困窮されている実情を知り､ あらため
て被災された方々にお見舞い申し上げると同
時に聴講した私たちひとりひとりが今何を成
すべきか考えさせられる時間となった｡

(坂田 輝之)

４月より福嶋修治会長の
二期目の執行部体制がスター

トした｡ 人選に交代は無かったが､ 本年度よ
り県歯委員会に出向する理事を増やしたいと
いう会長の意向もあり､ 一部担当の交代はあっ
た｡
役員全員が二期目のため､ 前期以上の活躍
を期待するものである｡
また朝夕の寒暖の差が大きい晩春の４月27
日 (水) 午後７時より荒尾市総合文化センター
において､ 平成23年度荒尾市地域保健医療福
祉推進協議会定期総会が開催された｡ 本協議
会は､ 荒尾市における保健・医療・福祉の関
係機関相互の連携を図ると共に､ 地域の特性
に応じた保健・医療・福祉を総合的に推進す
ることを目的としたもので医師会､ 歯科医師
会､ 薬剤師会等関係団体と市行政機関によっ
て構成されている｡
総会は会長挨拶､ 議長選出の後､ 協議に移
り､ 当日提出された議題は全て承認可決され
た｡
本会として特筆すべきは､ 子供の歯科保健
事業としてフッ化物洗口が本格的に始まり､
いよいよ荒尾市民に定着し､ 効果が現れるか

荒尾 ―地域保健医療推進協議会―

�������
福嶋執行部２期目スタート
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４月20日 (水)､ 阿蘇郡

市医師会館において平成23
年度阿蘇郡市歯科医師会臨
時総会が行われた｡ 市原会
長挨拶の後､ 第１号議案新
執行部承認が行われた｡

会 長 市原誓志
副 会 長 田上大輔
専務理事 武藤健史
常務理事 甲斐田英俊 (会計・厚生・介護)
佐藤俊一郎 (庶務)
理 事 桑田和明 (広報)､ 隈井隆弘 (社
保)､ 安光千昭 (総務厚生)
監 事 田代正博 片山公則 として決定
した｡
続いて､ 田上副会長を議長として総会が行
われ､ 第２号議案東日本大震災義援金につい
て､ 承認可決された｡ 協議事項として郡市事
業担当者について､ 県出向役員及び委員､ 阿
蘇郡市歯科医師会での事業担当者､ 介護審査
会出務､ 歯まつり関係､ 地域歯科保健連絡協

議会について協議された｡ さらに､ ６月11日
に高森総合センターにて行われる ｢阿蘇の歯
まつり｣ の準備について話し合われた｡ また､
フッ化物洗口について未だ事実誤認や思い込
みによる風評などについての事例報告などが
あった｡ 以上を以て臨時総会が終了した｡

(丸野 克之)

阿蘇

４月22日､ 午後７時30分
より八代口腔保健センター

にて臨時総会が行われた｡
八代歯科医師会会長として長年貢献してこ
られた増田了前会長へ中川純一新会長から感
謝状が送られた｡
上田龍吾新副会長の開会の辞､ 議長に福田
民男会員､ 副議長に上元健一会員が会長指名
の下､ 選出された｡
会長挨拶として中川純一新会長より､ 新体
制として動き出す執行部の歯科医師会に対す
る意気込みと､ ｢楽しくやろう｣ を信条に､
会員と共に歩んで行きたいとの言葉があった｡
議事では､ 第１号議案の新役員の承認を求
める件については
八代歯科医師会新役員
会 長 中川純一
副 会 長 上田龍吾 (学校歯科担当)
専務理事 中山万弘
常務理事 高田博樹 (会計)

八代 ―臨時総会―

���������������
理 事 鶴田善久 (地域保健) 山口透 (口
腔保健センター)､ 木原良材 (厚生)､ 杉本
雄二 (総務)､ 松下哲也 (学術・社保)
監 事 野田和夫､ 上野亮一
などの新役員の承認が可決された｡ その他､
研修旅行についてのアンケートを行い､ 上田
龍吾副会長の閉会の辞で臨時総会を終了した｡

(山口 貴久)

活発な議論で盛り上がる

増田前会長､ 長い間お世話になりました
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連敗も収穫あり

野球部報告
―福岡県歯科医師会西地区招待試合―

５月８日 (日)､ 熊本県民総合運動公園に

おいて､ 福岡県歯科医師会西地区招待試合が

行われた｡ 同チームは､ 昨季は県予選敗退で

九地連出場は逃したが､ それまで３年連続出

場の強豪チームで､ 今季も福岡代表の最有力

候補である｡ １試合目は守備の乱れなどで完

敗であったが､ ２試合目は河合の完投や新加

入選手の活躍など収穫がある試合であった｡

第一試合

熊歯守乱､ 山口９失点｡

山口は初回に失策絡みで１点を失うと､ ２

回にも同じく失策絡みで４点と序盤で５点を

失った｡ 熊歯は２回に山口の二塁打を足がか

りに井野の右越え二塁打で１点を返すが､ 奪っ

た得点はこの１点のみ｡ 山口は６回を投げて

入部自己ワーストの９失点 (自責３)｡

第二試合

河合完投も熊歯打線あと一歩及ばず｡

熊歯は初回二死二塁三塁から､ 新加入の江

頭が左越え二塁打を放って２点を先制した｡

河合は２回に連続安打で１点差に迫られると､

続く３回には相手４番打者に左越え本塁打を

浴びて同点に追いつかれた｡ ４回には四球や安

打などで２点を追加されると､ さらに６回にも

失策絡みで２点を追加されたが､ 要所を締めて

試合を作った｡ 最終回に山口と木屋の適時打

で２点を返したが､ あと一歩及ばなかった｡

参加者：菅原､ 藤本､ 上田､ 有田､ 中山､ 河

合､ 渡辺洋､ 右山､ 吉崎､ 井口､ 田中､ 井上､

井野､ 西､ 西山､ 福井､ 宮本､ 山口､ 木屋､

樋口､ 渡辺裕､ 原田､ 江頭､ 岡､ 吉住

謝辞：早朝からお手伝いして頂きました (株)

カドカワの吉住央氏にこの場をお借り致しま

して､ 厚くお礼を申し上げます｡

(井上 真樹)

九地連連覇に向かって再起を誓う熊歯野球部員

福岡西 １ ４ １ ０ ２ １ １ 10

熊 本 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

(福) 川村､ 東山､ 竹中―沖
(熊) 山口､ 木屋―田中
▽三塁打 樋口 (福)
二塁打 山口２ (熊)､ 井野 (熊)

熊 本 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ４

福岡西 ０ １ １ ２ ０ ２ Ｘ ６

(熊) 河合―渡辺洋
(福) 堀尾､ 竹中､ 川村―沖､ 松尾
▽本塁打 樋口１号① (福)
二塁打 樋口 (福)､ 江頭 (熊)
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのような
ものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色
を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

一一 般般 会会 員員
直
(ナオシ イッセイ)
志 一世

上天草市
大矢野町上2316-3

あまくさ歯科医院

①福島原発問題
②術者､ 患者共に納得できる診療
③特になし
④健康維持

矢
(ヤケイシ アキラ)
毛石 玲

熊本市龍田１丁目15-8
やけいし歯科

①・インプラント治療
・審美歯科

(セラミック治療等)
・歯周治療
②来院の患者のニーズにできるだけ多く
応えられる診療
③口腔外科での経験を生かした外科治療
及び歯科用CAD／CAMを使用したセ
ラミック治療を中心に診療を行います｡
④祖父の代から続く診療所を守り､ 最新
の治療にもできるだけ多くチャレンジ
したいと思っております｡

特特 別別 会会 員員
辻
(ツジ ユウリ)

友里

菊池郡菊陽町曲手760
熊本リハビリテーショ
ン病院

①口腔ケア
嚥下性肺炎
摂食・嚥下
②患者さんの満足が得られる診療
③障害をもった方､ 体の不自由な方が安
心して歯科治療をうけられるような診
察室､ 障害者対応のチェアーを導入
④病院歯科であるという事の特色を生か
し､ 入院患者さんに対する口腔ケア､
老健施設の口腔ケア､ またリハビリテー
ション病院である為､ 嚥下・摂食の勉
強もしていきたい｡

親親 子子 会会 員員

月
(ゲッセイ ヒデカズ)
精 秀和

熊本市大江1-20-20
大江歯科医院

①定期健診のシステム
化 (自費なども含め

て)
②保険診療をメインにその患者さんに必
要な治療 (決して患者さんのいいなり
になるばかりではない) をしっかり説
明し､ 納得してもらった上で患者さん
と二人三脚で進めていく治療
③アットホームな雰囲気
④自費などの治療のバリエーションを増
やす
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○所在地

〒860-0046

熊本市横手4-10-12�096-359-8845
p.m６：00～(オーダーストップ)12：00

○店の雰囲気

アットホームな雰囲気で､ ご家族連れも

多いです｡

○収容人数・席数

カウンター８名､ テーブル３ (５人､ ４

人､ ５人)

宴会の時は補助テーブルを付けて (16人

～20人) 座敷に座れます｡

○店主さんの紹介

店主 48才､釣り好き､野球好き､車好き

天草出身です

○おすすめ料理

料理 旬な野菜や魚で日替り料理

本格炭火で､ 串焼や焼き魚 その他メ

ニューetc…

コース料理はご予算に応じて承ります｡

�������
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中央郵便局●

●新町電停
至新町
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●マルショク

くすりの
ありあけ●
郵便局●

イエロー
パレット●

バンビ●
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出席 摘要 日付 所管 

八木常務理事 会計打合せ 

中嶋副会長 第31回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本市国際交流会館） 26日 

浦田会長他片山監事を除く全役員、伊

藤学院長 

第２回理事会　（１）新入会員の承認　（２）定款及び諸規則検討臨時委員会の設置 

（３）新法人設立検討臨時委員会の構成　ほか 
27日 

浦田会長 故鬼塚義行元会長叙位伝達式 28日 

浦田会長 県歯科用品商組合長新任挨拶のため来館 

５月６日 浦田会長他常務理事以上全役員、牛島

理事 

第３回常務理事会　（１）新入会員の承認　（２）九地連協議会各県提出協議題の回答 

（３）日本政策金融公庫からのチラシ配布依頼　ほか 

中嶋副会長 県保健医療推進協議会第１回救急医療専門委員会（熊本テルサ） 

９日 小島副会長 熊本地域リハビリテーション支援協議会役員会（県医師会館） 

浦田会長、牛島委員長他全委員 第１回新法人設立検討臨時委員会 

浦田会長、宮坂副会長、渡辺専務理事、

田上・大林理事、河原委員長他全委員、

郡市会員８名 

歯科保健事業圏域説明会事前打合会 

県庁：３名　オブザーバー：３名 
10日 

浦田会長 第715回支払基金幹事会（支払基金） 

11日 浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

冨屋理事、岡田委員長 
福岡弁護士との懇談会（熊本市） 

浦田会長 九州各県会長会議（ホテルニューオータニ佐賀） 

14日 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

勇常務理事、澤田事務局長 
九地連協議会（ホテルニューオータニ佐賀） 

宮坂副会長 県との在宅歯科医療連携室整備事業打合せ 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

勇常務理事、澤田事務局長 
九地連総会（ホテルニューオータニ佐賀） 

中嶋副会長、堤顧問 日大歯学部同窓会県支部懇親会（メルパルク熊本） 

宮坂副会長、高橋裕輔会員 歯科保健事業圏域説明会（菊池郡市）（菊池地域振興局） 16日 

大林理事、向江富士夫会員 歯科保健事業圏域説明会（人吉市）（人吉カルチャーパレス） 
17日 

浦田会長 県角膜・腎臓バンク協会評議員会（熊本赤十字病院） 

浦田会長、小島・中嶋・宮坂副会長、渡

辺専務理事 
第１回副会長会議 

18日 
浦田会長他常務理事以上全役員、牛島

理事 

第４回常務理事会　（１）新入会員の承認　（２）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼 

（３）ねんりんピック2011熊本の広告依頼　ほか 

浦田会長 菊池郡市歯会通常総会懇親会（笹乃屋） 
21日 

渡辺専務理事 東京歯科大学同窓会県支部懇親会（ホテルキャッスル） 

小島副会長、椿理事 院内感染対策研修会（済生会熊本病院） ５月21日 学　術 

渡辺副委員長 保険個別指導（熊本市） ４月25日 

社会保険 

田中委員長、反後副委員長 保険個別指導（熊本市） 26日 

浦田会長、中嶋副会長、勇常務理事、前

田理事、田中委員長他10委員 
社会保険説明会　参加者：81名 

30日 清水副委員長他４委員 社会保険個別相談会　相談者：２名 

中嶋副会長、勇常務理事、前田理事、田

中委員長他全委員 
社会保険委員会　（１）会員向け発行物　（２）各郡市社保担当者会議　（３）個別指導 

渡辺専務理事、八木常務理事、西野監

事 
職員人事評価・面談 

４月25日 

総　務 

社会保険 

浦田会長、中嶋副会長、勇常務理事、前

田理事、田中委員長他全委員 
各郡市社会保険担当者会議 ５月７日 

反後副委員長 保険個別指導（熊本テルサ） 16日 

清水・渡辺副委員長 保険個別指導（熊本テルサ） 17日 
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出席 摘要 日付 所管 

田上理事、川瀬委員長、他２委員 
地域保健小委員会　（１）歯の衛生週間　（２）高齢者よい歯のコンクール審査 

（３）図画・ポスター・習字　ほか 
18日 

加藤理事、佐藤委員長他３委員 広報小委員会　（１）会報５月号・第２回校正 ５月２日 

広　報 加藤理事 
全国健康保険協会ラジオ番組「おひさまさんぽ」収録 

（１）６月７日（火）、14日（火）、21日（火）、28日（火）放送分（エフエム熊本） 
12日 

加藤理事、佐藤委員長他全委員 広報委員会　（１）会報６月号・編集 16日 

宮坂副会長 県高等学校保健会第１回理事会（熊本高校） ５月17日 

学校歯科 

大林理事 歯の衛生週間「図画・ポスター、習字」審査 
18日 

神山山鹿市歯会長、高水間奨会員 歯科保健事業圏域説明会（山鹿市）（鹿本地域振興局） 

西野監事 県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会（県総合福祉センター） 19日 

宮坂副会長、出来田悌吾会員 歯科保健事業圏域説明会（水俣・芦北郡市）（芦北地域振興局） 20日 

冨屋理事、岡田委員長 
医療対策小委員会 

（１）各郡市医療相談担当者会議打合せ及び準備　（２）紛争事案についての検討 
５月６日 

医療対策 
冨屋理事、岡田委員長他７委員 

医療対策委委員会　（１）事例報告　（２）各郡市医療相談担当者会議 

（３）平成23年度年間行事予定　ほか 20日 

冨屋理事、犬束委員 医療相談　紛争事例の当該患者との面談 

五島委員 口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） ４月30日 

センター・介護 

宮坂副会長、松本理事、平井委員長他

全委員 

センター・介護委員会　（１）口腔センターアンケート　（２）協力医、協力歯科衛生士　（３）歯の健康力

推進歯科医師等養成講習　（４）介護支援専門員更新研修　（５）障がい児者歯科研修会 
５月７日 

伊藤学院長、松本理事、岩切次長 
障がい児（者）歯科事業打合せ　熊本歯科技術専門学校教務主任、九州看護福祉大学口腔保健

学科准教授との打合せ 
12日 

浦田会長、伊藤学院長他７委員 学院臨床実習場打合会　歯科医師：１名　歯科衛生士：31名 ４月25日 

学　院 

伊藤学院長他２役員 学院役職員会 ５月10日 

伊藤学院長 保健福祉センターとの打合せ 
12日 

岩切次長他１名 学院・保健福祉センターとの打合会 

岩切次長 九州歯科大学特別講演（北九州市） 13日 

浦田理事長他全役員 第２回国保理事会　（１）年間行事予定　（２）規程の一部改正（案）　（３）文書廃棄　ほか ４月28日 国保組合 

中嶋代表取締役、八木取締役、牛島理

事他５委員 
第１回経営セミナー（ケイ・デー・エム・ユー）　参加者：41名 ５月14日 事業課 

熊本市会員 歯の衛生週間行事（熊本市）（熊本市子ども文化会館） ５月16日 

地域保健 

社会保険 
中村悟・金本・中村直委員 保険新規個別指導（熊本テルサ） 19日 

渡辺副委員長 東京歯科大学同窓会県支部懇親会 21日 
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社団法人 熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

�お手頃な保険料で、死亡保障・入院保障を準備できます。 

�入院1日目から保障の対象となります。（医療保障プラン） 

�保険期間は1年で、毎年保障の見直しができます。 

�配偶者・お子様も会員ご本人とセットでお申込みになれます。 
　※団体定期保険（Ｓ51）は配偶者のみとなります。 
�医師の診査がなく、告知書の提出のみで簡単に申込みになれます。 

�団体定期保険（Ｓ51）・新医療保障保険（団体型）それぞれ剰余金があれば、

配当金として還元されます。保険金・給付金のお支払状況等によっては

配当金が0になる場合があります。 

�付帯サービス（健康コール24などのサービスを利用できます。）（医療保障

プラン） 

Ｈ21年度の配当金個人還元率は、（Ⅰ）団体定期保険より約40％、（Ⅱ）新医療保障保険団体型よ
り約40％が加入者全員に還元されました。 
 

Ⅰ．団体定期保険（Ｓ51）（死亡保障プラン）会員・配偶者 
　　　　＜災害保障特約（Ｓ51）＞ 

Ⅱ．新医療保障保険（団体型）（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
　　　　＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 

申込締切日：毎月15日 
保険期間：2010年8月1日（保障が開始する日） 
　　　　　～2011年7月31日 

申込書提出先：熊本県歯科医師会　事務局 

グループ保険制度の7つの特徴 



編 

集 

後 

記 

熊歯会報のデザインもリニューアルし、これに

合わせて内容もすこしづつ変化をつけられたら

なと思います、会員の皆様方に喜んで頂けるよ

うな会報誌となるよう努力してまいります。（A.S） 
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